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液佐Hg にPb,Sn,Bi,In,Ga,Cd.TC が夫々少量溶解 した二成分金属溶液の粘

性孝 室温～ 用 OoC にわたり測定したO アマルガムの粘性は純水銀に くらべ ると･,

変化の程度は系によ り異なるが大 きな値になる｡しか しガ リウムは魔 めて濃度

の薄い所でやや小 さな倍になるO この実験結果を smaH stepdiffusion

に塞 く近似的 な衰式 2)に

rmdell)

よる 計算結果 と比較 したO純水銀に対する計算結果は,

1.54cp.実験値は 1.55cp (25oC)C 稀薄アマルガムに対する計算結果によ

れは,細部は輿 るものの大体定性的に実験結果の傾向を説明している｡
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溶融Fe-Ni系合金の粘性と表面能力
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溶融Fe-Ni 系合金の粘性を回転振動法,表面 張力を静漕法で測定 したO計

算に必要な密度は,斉藤 ら1)の億 を使用した0 1550otKおける測定結果を次表

に示す｡
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